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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

・開催するための予算が厳しいため、参加者から会費を徴収した。（５，０００円／人）

・新たな試みとして、域内企業にも東京、名古屋懇話会に参加してもらい、情報交換していただいた。懇話会からの情報提供によ

り誘致活動につながる例もあり、ネットワークも広がった。

改革改善

の考え方

①問題

点

・懇話会で出席者全員に発言してもらうため、情報交換の時間がとれない。

・開催目的が「企業誘致」からずれてきている。

②改革

提案

・参加者が多い場合の懇話会の進行方法を検討する。（発言者、発言内容を絞るなど）

・目的を明確にし、招待者の絞り込みを行う。

総事業費①+② 851 486 512

人件費計（千円）② 93 107

630

正規職員所要時間 26 30

臨時職員所要時間

一般財源 758 486 405

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 758 486 405 630

25年度予算額 特定財源内訳、補足

630

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　東京（1月）・名古屋（3月）での企業懇話会(交流会)の開催

２　懇話会会員との個別懇談による情報収集

３　懇話会に参集する方々からの情報による関連企業・人への訪問、情報

収集

１　懇話会開催回数

２　懇話会会員との個別懇談

３　懇話会会員からの情報による、

会員以外の企業・人との個別懇談

１　　２回

２　　９回

３　　３回

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

飯田地区、関東圏、中京圏における有力企業との人脈をつくり、懇話会を通じ情報の発信と収集を行い、地域経済活性化に向けた提言や

企業誘致情報の提供を受ける機会とする。また、各圏域内の企業交流、飯田地区の企業との交流を活発化させる。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

・企業立地等の情報・提言の提供数 10 10 10 10

44 60 60

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

・懇話会出席者数 60

28年度見込み

・セールスを通して築かれた人脈 25

意図（どういう状態

にするか）

ネットワークを構築し、企業立地等の情報や提言をもらう。

向上させたい上位施

策の成果指標

新規立地企業の敷地面積（ｈａ）

（工業課で立地補助金を出したもの）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 地域内外企業

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 13 新しい力による新しい産業づくり

基本計画上

の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

課等名 工業課 係等名 企業誘致担当

事業種別 政策 開始 17 終了

事務事業名

会計 一般会計

産業活性化懇話会開催事業

13 事業№ 27 12平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 1 施策№


